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皿:

In the conteχt of growing concerns related to demographic and social changes taking

place in Japan, the purpose of our research is to explore the significance of inter-

generational progams and activities for simultaneously aeating positive, productive

roles for elderly people and positive development outcomes for young people.

Method:
-
Over a 9-month period (1994-95), we studied intergenerational program initiativesand

issues in Japan.　This involved: conducting an interdisciplinary literature review, inter-

viewing social researchers, educators, and health and human service professionals,

and conducting site visitsincluding three case studies of specific programs.

Results:
-
There are numerous examples of intergenerational initiativesaaoss the country and

they are designed to achieve a variety of human and community development

objectives. Participants learn about and gain respect fa other generations, and

receive needed social stimulation and support. Creative thinking and administrative

support at the municipal and prefectura目evels make such initiativespossible.

2 Sp－11 ドイツにおける「自由時間」の認識に関する男女比較１

-雇用者にみられるr自由時間」の「始まり」と「終わり」に関する事例研究-

　お茶大家政　柚木理子

　【目的】「生活時間調査」に基づき、自由時間を時間の量的側面から研究する方法を用いる場合、

行為者である主体の認識を知るには限界があ名。さらにドイツにおける既存の「自由時間」研究に

おいて、研究者が定義する「自由時間」と生活者が考えている「自由時間」とのずれが指摘されて

いる。本発表においては、「自由時間社会」といわれるドイツ（旧西）の生活者から見たr自由時

間」の内容を研究する一環として、諸個人が『自由時間』という概念をいつ始まり、いつ終わるも

のとして認識しているのかを明らかにする。

　【方法】1993年5月末～7月末、ルール地方ｘ市周辺の男女ホワイトカラー雇用者を対象に約2時間、

準自由会話方式によるインタビュー調査をドイツ語で行なった。本発表の分析対象者は、女性8名

　（有配偶、同居子あり4名と無配両・同居子なし4名）と男性7名（有配偶、同居子あり）の計15名。

　【結果】r自由時間」の「始まり」についての認識のスタイルの変異のありようには、男女差が見

られ、女性の間では配偶関係の有無による相異が見られる。雇用労働が終わり、帰宅すると『自由

時間』が「始まる」との認識を持つのは、男性の分析対象者と女性の分析対象者の内の無配偶、同

居子なしの女性である。これとは対照的に、有配偶、同居子ありの女性分析対象者は、雇用労働か

ら離れるだけではなく、家事や子供の世話から手が離れてから『自由時間』が「始まる」との認識

が見られ、二層化された認識構造にジェンダー格差の存在が想定される。また、『自由時間』の

　「終わり」についての認識には、「自由時間」の「始まり」に見られたような男女間の相違は見ら

れなかった。
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